
この意味をかみしめたいものです！
12月は人権を考える月です

この言葉は、大正時代末期、すぐれた作品を発表し、２６歳の若さで世を去った「金子みすず」
という詩人の有名な詩「私と小鳥と鈴と」の一節です。

私と小鳥と鈴と
わたしが両手をひろげても、お空はちっともとべないが、
とべる小鳥は、わたしのように、地べたをはやくは走れない。
わたしがからだをゆすっても、きれいな音はでないけど、
あの鳴る鈴は、わたしのようにたくさんなうたは知らないよ。
鈴と、小鳥と、それからわたし、みんなちがって、みんないい。

この時代に、この若さで、こういう考え方をする人間がいたということに、まず驚かされるとと
もに、この詩は読む人の心を打つ何とも言えぬ響きと、まったく異質のもの（私と小鳥と鈴）を
取り上げて、人間として大切しなければならないことを短い詩にまとめ上げているところにも、
感動を覚えます。
周りを見渡すと、本当に様々なタイプの人間のいることに気付きます。「おとなしい子」「元気

で、やんちゃな子」「やさしい子」「体を動かすのが好きな子」。どの子がよくて、どの子がよくな
いなどと比べること自体、まったく意味のないことです。どの子も、みんないいのです。
お互いの違いを認め合い、思いやりの心で尊重し合うことが、いつの世にも必要なことです。
人間は、もって生まれた資質・性格や育ってきた環境によって、様々なものの考え方をします。

これは、ごく当たり前のことなのですが、これが受け入れられなくて、自分と同じ価値観でない
と排除したり、面と向かってまたは陰で、心を傷つける言葉を平気で言ってしまったりする人が
います。
１２月は人権週間(12/4～12/10)のある月です。人権週間のときはもちろんのこと、どんな

ときでも「金子みすず」が訴えようとした「みんなちがって、みんないい」の真の意味を、私た
ちは考え、かみしめながら生活する必要があると感じます。
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本校薬剤師の先生を講師にお招きして、
「薬物乱用とは」について学びました。
先輩や同級生からの甘い言葉に「一度く

らい…。」と乱用してしまう事例もよく聞き
ます。身近に迫る薬物への知識を学ぶこと
が大切だとわかりました。
ご家庭でも話題にあげてみてください。

今年度は、会場を校庭に変更し、育成会や保護者の皆様のご協力のもと、無事実施すること
ができました。温かい声援ありがとうございました。
今後は、縄跳び運動に力を入れていきます。

生活科単元「あきまつり」を
１、２年生合同で準備を行い、
おひさま幼稚園の園児を招待し
ました。
６つのグループに分かれて、

どう説明すれば相手に伝わり、
楽しく遊べるかを一生懸命考え

て練習してきました。当日は、運動会で踊ったダンスも披露しました。園児の面倒を見ながら、
みんなで楽しく交流することができました。

ドラえもん募金やペットボトルキャップの回収にご協力いただきありがとうございました。
金額については、次回ご報告させていただきます。
ペットボトルキャップについては、今後も継続して回収しますので、引き続きご協力をお願

いいたします。


